
　新型コロナの収束が見えず、ロシアのウクライナ侵攻によ

る影響も懸念されます。

　さて、松江市では２月市議会で、新松江市総合計画の可

決や伴う予算も可決されました。新松江市総合計画では、

温故知新のまちづくりや今後の土地利用制度などの施策

が盛り込まれており、いよいよ上定市政の実質の本ス

タートとなりました。期待を持ちながら、市政と向き合っ

ていきたいと考えています。

　ところで、地元紙で島根原発２号機の再稼働に

ついてＨＰ類でふれていた議員１人とは野々内

のことです。市民の皆さんに自身の考え方を伝

えるのは議員の責任だと考えています。令和

４年度も、市の施策への提言や地域の課題

解決に、選ばれた責任を果たしていこうと

考えています。

ののうち
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ブログで日々の活動を紹介しています。 フェイスブックもやっています。
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後 援 会 だ よ り A p r i l

令和４年度の
上定市政に期待

2月定例議会

令和４年度当初予算や
新型コロナ対策補正予算などを議決

　２月２２日に開会した松江市議会２月
定例会は、３１日間の会期を終え３月２
４日に閉会しました。
　上定市長による新市政の新年度を
迎え、組織統廃合の機構改革や新松
江市総合計画の策定など特徴ある施

策案を始め、新型コロナウイルス感染
症対策予算、新松江市総合計画を実
現するための予算を盛り込んだ新年
度予算など６０議案を原案通り可決・
同意・承認しました。
　このことで、令和４年度一般会計当
初予算は１，０３５億７，８００万円、１４
会計の合計は、１，９１１億３１７万円余
で新年度を迎えることになりました。
　また、陳情案件では、「最低賃金の改

善と中小企業支援の拡充を求める意見
書の採択を求める陳情」など３件は否
決。そして、議員提出議案２件のうち、
松政クラブが起案した「新型コロナウイ
ルス感染症に対し、適切かつ迅速な支
援を求める意見書について」は、全会
一致で可決しました。

(予算金額や提出議案の詳細は市ホー
ムページや市報等をご覧ください)

ホームページ、
ブログはこちらから

松江の出雲そばブランド化推進組織の設立

　１月３１日に「松江そば文化ブランド化推進協議会 設立総
会」が開催。市議会一般質問で出雲そばのブランド化を数回提
案したことに端を発したことや松江藩松平家の葵の紋の使用
了承等の活動から、松江そば組合相談役として招かれて出席
しました。
　この協議会では、「松江が育む出雲そば」をグランドコンセプト
とし、ブランド化戦略に基づき関係６団体が連携して様々な事業
が進められていきます。
　ブランドシンボルのもと、
松江藩初代藩主・松平直政
公ゆかりの松江発「出雲そ
ば」が盛り上がるように、今
後も支援していきたいと考
えています。

ののうち誠 プロフィール
昭和25年生まれ(現在71歳)出雲郷小学校→東出雲
中学校→島根県立松江農林高校→東出雲町役場就
職(平成23年3月に町参事を最後に退職)→平成23年
8月松江市議会初当選、平成25年4月2期目当選
平成29年４月３期目当選　令和３年４月４期目当選

◆後援会事務局◆
〒699-0108 松江市東出雲町出雲郷1670
TEL・FAX／0852-52-3117
Eメール nonouchi＠mable.ne.jp
http://www.mable.ne.jp/~nonouchi/

ののうち誠後援会にご加入いただき、一緒にまちづくりを
していきましょう。この度後援会だよりvol.４3を発行いたし
ましたので、ご高覧いただきますようお願い申しあげます。

後援会のお知らせ

最 近 の 活 動から
市議会報告テレビ番組の放送

　コロナ禍の中で中止となって
いる「議会報告会」に代わる、
マーブルテレビでの議会報告会
テレビ番組「松江市議会レポー
ト」の放送が２月１２日から１８日
まで計１８回ありました。
　内容は、立脇議長の挨拶に続き、４常任委員会の正副委員
長が所管事業や審議内容の報告を行い、締めくくりに副議長の
野々内が視聴者アンケートへの協力や２月定例会の傍聴等を
促す挨拶で、３０分番組でした。

玉井斎場管理組合議会など
議事進行の出番多し

　３月１０日に、玉井斎
場管理組合議会(定例
会)が開会。境港市議
会選挙に伴う新管理
組合議会議員を迎え
たため、新議長が決ま
るまで議長席で議事
日程を進めました。

　また、２月１０日の臨時会本会議(住民投票条例案の議案質
疑)では欠席の議長に代わって議事進行を、３月１日と２日には
一般質問の６議員の質問に関わる議長役を務めました。
　いずれも議場を見渡す用務であり、毎回緊張します。

第２のふるさとづくりなど東京で研修

　４月１３日と１４日、市議会松政クラブの同僚議員４名と東京での
研修・視察に行ってきました。
　１３日は、観光庁が令和４年度から事業展開を行う「第２のふるさ
とづくりプロジェクト」の詳細について、観光庁所管課長等を講師
に研修し、松江市における新しい観光事業を入口とした地域活性
化事業の可能性を探りました。
　１４日は、首都直下地震を想定した緊急災害現地対策本部が置
かれる「国営東京臨海広域防災公園」の本部施設を視察し、内閣
府と国土交通省の担当者から説明を
受け、施設内のオペレーションルーム
等の施設を視察。防災体験学習施設
「そなエリア東京」では体験学習を体
験し、防災・被災等への想定は非常に
参考になりました。
　研修の合間を縫って、衆議院議長
公邸に細田博之議長を訪ね、面談し
た後に公邸内を視察。島根県民とし
て誇らしいひと時でした。

協議会設立に関わることができ
感慨深い

境港市議会議場での玉井斎場管理組合議会
第2のふるさとづくりを研修

市議会議場で収録中

衆議院議長公邸で細田議長と



の
条
例
制
定
は
賛
成
６
人
、反
対
26
人

（
議
長・欠
席
１
人
を
除
く
）で
、否
決

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
全
員
協
議
会
は
、上
定
市

長
か
ら
の
要
請
の
島
根
原
子
力
発
電

所
２
号
機
の
新
規
制
基
準
に
係
る
安

全
対
策
の
事
前
了
解・島
根
原
子
力
発

電
所
２
号
機
の
再
稼
働
に
向
け
た
政

府
方
針
に
関
す
る
理
解
要
請
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、各
会
派
で
は
意
見
集
約

し
て
臨
み
ま
し
た
。

　

各
会
派
が
意
見
を
述
べ
、共
産
党
市

議
団
が
反
対
意
見
を
表
明
し
、市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
会
派
内
の
意
見
が

ま
と
ま
ら
な
い
と
し
、松
政
ク
ラ
ブ・

志
翔
の
会・明
政
会・公
明
ク
ラ
ブ
の
４

会
派
が
容
認
す
る
意
見
を
表
明
し
ま

し
た
。そ
し
て
上
定
市
長
は「
安
全

性・必
要
性・避
難
対
策・地
域
経
済
へ

の
影
響
」の
４
点
に
ふ
れ「
安
全
対
策

は
了
解
す
る
、２
号
機
の
再
稼
働
に
向

け
た
政
府
方
針
は
理
解
す
る
。」と
述

べ
、２
号
機
再
稼
働
に
同
意
す
る
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
１
月
末
の
島
根
原
子
力

発
電
所
２
号
機
の
運
転
停
止
の
前
年

に
野
々
内
は
議
員
と
な
り
、再
稼
働
の

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、議
員
や
市
執
行
部
は
、今

回
の
課
題
に
も
長
い
時
間
を
か
け
て

研
究・考
察
し
て
き
ま
し
た
。市
長
と

市
議
会
が
重
い
責
任
を
背
負
い
な
が

ら
判
断
す
る
こ
と
が
、間
接
民
主
主
義

に
合
致
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
発
電
は
安
心・安
全
の
確
保

の
上
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ

つ
、野
々
内
は
今
ま
で
も
ブ
ロ
グ
等
で

表
明
し
て
い
る
よ
う
に
、地
球
的
な
温

暖
化
対
策・カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
の

達
成
に
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

信
頼
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
ま

で
は
原
子
力
発
電
所
は
や
む
を
得
な

い
と
い
う
判
断
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

原
発
を
反
対
す
る
人
に
は〝
原
発
が

な
く
て
も
電
力
は
十
分
供
給
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
〞と
い
う
人
が
い

ま
す
。現
在
の
わ
が
国
の
電
源
構
成
を

見
る
と
、化
石
系（
Ｌ
Ｎ
Ｇ・石
炭・石
油

等
）は
約
76
％
で
、非
化
石
系
約
２

４
％（
再
エ
ネ
18
％・原
子
力
６
%
）で

す
。ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
防
ぐ
た
め
老

朽
火
力
発
電
所
で
化
石
燃
料
を
燃
や

し
て
い
る
の
が
実
情
で
、温
室
効
果
ガ

動
き
や
検
討
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　

野
々
内
は
、平
成
24
年
に
東
日
本
大

震
災
で
大
津
波
の
被
害
を
受
け
た
岩

手
県
宮
古
市
の
視
察
調
査
、平
成
27

年
に
は
鹿
児
島
県
川
内
原
子
力
発
電

　

平
成
24
年
１
月
末
に
島
根
原
子
力

発
電
所
２
号
機
が
運
転
停
止
し
て
か

ら
10
年
が
経
過
。市
議
会
で
は
、昭
和

56
年
設
置
の「
島
根
原
子
力
発
電
対

策
特
別
委
員
会
」で
も
引
き
続
き
調

査・審
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
し

て
、昨
年
９
月
15
日
に
島
根
原
子
力
発

電
所
２
号
機
が
原
子
力
規
制
委
員
会

の
審
査
に
合
格
し
て
以
来
、10
月
以
降

は
住
民
説
明
会
な
ど
が
各
地
で
行
わ

れ
、松
江
市
議
会
で
は
賛
成・反
対
の

平
成
平
成
2424
年
の
２
号
機

年
の
２
号
機

運
転
停
止
か
ら
の
経
過

運
転
停
止
か
ら
の
経
過

野
々
内
の
今
回
の

野
々
内
の
今
回
の

住
民
投
票
へ
の
考
え
方

住
民
投
票
へ
の
考
え
方

今
回
の
２
号
機

今
回
の
２
号
機

再
稼
働
へ
の
考
え
方

再
稼
働
へ
の
考
え
方

今
ま
で
の
議
員
活
動
か
ら

今
ま
で
の
議
員
活
動
か
ら

クローズアップ
Assignment close up課

題

２月１５日、臨時会本会議の条例案採決

陳
情
書
の
審
査
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
号
機
再
稼
働
は
住
民
投
票
で
是

非
を
問
う
べ
き
と
し
た
市
民
団
体
が

署
名
活
動
を
行
い
、１
月
４
日
に
署
名

書
を
同
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
提

出
。結
果
１
１
，０
０
６
人
分
の
署
名

と
な
り
、請
求
代
表
者
か
ら
市
長
に

条
例
制
定
請
求
書
を
１
月
31
日
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

伴
っ
て
、２
月
８
日
に
臨
時
会
を
開

会
。市
長
が
意
見
書
を
付
け
て
付
議

し
た
再
稼
働
の
是
非
を
問
う
住
民
投

票
条
例
案
を
審
議
し
、２
月
15
日
の
本

会
議
で
討
論
の
う
え
採
決
の
結
果
、こ

所
に
関
わ
る
視
察
、福
島
県

内
の
震
災
被
災
地
視
察
、数

度
に
わ
た
る
島
根
原
子
力

発
電
所
の
視
察
、「
原
子
力

発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ

ト
」で
の
数
度
の
研
修
、机

上
の
各
種
研
修
な
ど
で
原
子

力
発
電
所
な
ど
の
知
識
を

得
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
29
年
に
青
森

県
六
ヶ
所
村「
日
本
原
燃・原

子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
」で

の
再
処
理
や
ガ
ラ
ス
固
化
の

研
修
視
察
、平
成
30
年
に
岐

阜
県
瑞
浪
市「
東
濃
地
科
学

セ
ン
タ
ー
」で
の
地
下
３
０

０
ｍ
で
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
安
全
な
地
層
処
分
研
究
開

発
の
視
察
研
修
で
、安
全
性
を
確
信
す

る
な
ど
様
々
な
知
見
を
得
ま
し
た
。

　
今
臨
時
議
会
で
の
住
民
投
票
条
例
案

は
、少
な
い
選
択
肢
で
は
市
民
の
思
い

を
正
確
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
、住
民
投
票
は
市
の
存
在
を
左
右
す

る
よ
う
な
非
常
に
大
き
な
問
題
に
限
ら

れ
る
。ま
た
、い
た
ず
ら
に
市
民
に
不
安

ス
を
吐
き
出
し
温
暖
化
を
進
め
て
い

ま
す
。前
述
の
人
は
、温
暖
化
対
策
に

目
を
つ
む
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
は
２
０
５
０
年
温
暖
化
ガ
ス

実
質
ゼ
ロ
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。温

暖
化
が
も
た
ら
す
気
象
変
動
は
戦
争

に
劣
ら
ぬ
脅
威
と
地
球
規
模
で
の
異

常
気
象
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
レ
ポ
ー
ト

も
見
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
み
な
ら
ず
地
球

規
模
の
危
機
に
脅
威
を
感
じ
て
い
る一

人
で
す
。二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
ゼ
ロ

を
目
指
す
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
は

総
力
戦
で
す
。重
要
な
の
は
再
エ
ネ
か

原
発
か
の
選
択
で
は
な
く
、再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー（
太
陽
光・風
力
等
）を
最
大
限

伸
ば
し
安
定
供
給
す
る
努
力
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、資
源
に
乏
し
い
我
が
国

は
原
発
も
頼
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
安
全
な
も
の

は
な
い
。」と
原
子
力
発
電
所
立
地
議

会
サ
ミ
ッ
ト
で
の
通
産
省
の
担
当
官
僚

の
言
い
切
っ
た
言
葉
は
記
憶
に
深
く
刻

ま
れ
ま
し
た
。島
根
原
子
力
発
電
所
２

号
機
は
、厳
し
い
新
規
制
基
準
の
適
合

性
審
査
を
ク
リ
ア
。そ
し
て
、バ
ッ
ク

フ
ィ
ッ
ト
制
度
に
よ
る
最
新
基
準
へ
の

適
合
の
義
務
付
け
も
大
き
な
安
全
の

後
ろ
盾
と
な
っ
て
い
ま
す
。安
全
に
絶

6
月
定
例
議
会
予
定

６
月

7
月

15
日（
水
）
本
会
議（
会
期
の
決
定
、提
案
説
明
）

一
般
質
問

20
日（
月
）

一
般
質
問

21
日（
火
）

一
般
質
問・議
案
質
疑・委
員
会
付
託

22
日（
水
）

総
務
委
員
会・予
算
委
員
会
総
務
分
科
会

23
日（
木
）

経
済
委
員
会・予
算
委
員
会
経
済
分
科
会

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

27
日（
月
）

建
設
環
境
委
員
会
・

予
算
委
員
会
建
設
環
境
分
科
会

28
日（
火
）

予
算
委
員
会

（
分
科
会
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

1
日（
金
）

本
会
議（
委
員
長
報
告
、質
疑・討
論・採
決
）、閉
会

6
日（
水
）

教
育
民
生
委
員
会
・

予
算
委
員
会
教
育
民
生
分
科
会

24
日（
金
）

島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て

　

島
根
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、２
月
１５
日
の
臨
時

議
会
で
再
稼
働
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
案
を
否
決
し
た
う
え
で
、

上
定
市
長
は
２
号
機
の
再
稼
働
の
同
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

野
々
内
は
、議
会
採
決
で
住
民
投
票
条
例
案
は
否
決
す
る
判
断
を
し
ま

し
た
。２
号
機
の
再
稼
働
に
つ
い
て
は
、地
球

的
な
温
暖
化
対
策・カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

達
成
に
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
信
頼
で

き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
ま
で
は
原
子
力

発
電
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
判
断
で
、上
定

市
長
の
考
え
方
を
支
持
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
動
き
と
野
々
内
の
考
え
方
を

お
伝
え
し
ま
す
。

福島県内の被災地の方から状況を聞く島根原子力発電所の視察

青森県六ヶ所村
「日本原燃・原子燃料サイクル施設」を視察

岐阜県瑞浪市の「東濃地科学センター」
では地下３００ｍでの地層処分の現地研修

原子力発電所立地議会サミットに参加し研修

対
は
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、再
エ
ネ
に

は
限
界
が
存
在
す
る
事
実
を
知
る
べ
き

で
、原
子
力
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
ま
す
。

　

電
力
の
安
定
供
給
と
地
球
温
暖
化

対
策
を
と
も
に
進
め
る
た
め
に
、島
根

原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
再
稼
働
は

容
認
に
至
っ
た
次
第
で
す
。


